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1 研 究 主 題
一 人 一 人 の よ さ を 引 き 出 す 評 価 の 工 夫

一 陸 上 運 動 を 通 し て 一

1 研 究 主 題 設 定 の 理 由
新 学 習 指 導 要領 で は,心 と体 を一 体 と して と らえ,生 涯 に わ た る 豊 か な ス ポ ー ツ ライ フ を 支

え る資 質 ・能 力 を 育 て る こ とが,「 生 き る力 」 の 育成 に つ なが る と して い る。

本 部 会 で は,体 育科 の 中で 「生 き る力 」を 培 うた め の 重 要 な 要 素 を,「 自己肯 定 感 」 と 「人 と

の 豊 か な か か わ り合 い 」 で あ る と と らえ,自 分 の よ さに 気 付 き 自信 を も ち,意 欲 的 に運 動 に 取

り組 む 児 童 を 目指 した。

そ こで,本 研 究 で は,一 人 一 人 に焦 点 をあ て る こ とが で き る 陸 上 運 動 を取 り上 げ,よ さを 十

分 に 引 き出す た め の 「学 習環 境 」と 「指 導 と評価 」を 明 らか に す る た め に,本 主 題 を設 定 した。

2,研 究 の 構 想

⑧
体育科 の 目標 陸上運動 のね らい

廿強 謝 轡 価の工夫 ⑧ 匿
　 踊'訟 繊' 鐡で欝

炉
騰[i和 羅L呪 個

目
指
す
児
童
像

仮
説

研
究

の
視
点

○ 運動 の楽 しさ を知 り,く り返 し運 動 に取 り組 む 児 童

O自 分 や 友 達 の よ さに気 付 き,自 信 を も っ て運 動 す る児 童

○ め あて に向 か っ て意 欲 的 に 運 動 す る児 童

一人 一 人 の よ さを 十 分 に 引 き 出す た め の 「学 習 環 境 」 と

明 らか にす れ ば,目 指 す 児 童 像 に迫 れ る で あ ろ う

「指 導 と評価 」 を

○ よ さを 引 き 出す 学 習 環 境
・記 録 達 成 の 喜 び を味 わ え る学 習過 程(達 成 型)

・計画 的 な 学 習 を進 め る学 習 資 料 「め や す 表(段 階 表)」 「学 習 ノー ト」

○ よ さを引 き 出 す 指 導 と評 価

〔指 導 〕

・技 能 の ポ イ ン トの 精 選

・言 葉 か けの 例

〔評 価 〕

・評 価 活 動 の重 点 化

・個 人 内 評 価 の 工夫

第 一 分 科 会 第 二 分 科会 第 三 分 科 会 第 四分 科 会

◇ ハ ー ドル 走 ◇ 走 り高跳 び ◇ 走 り幅 跳 び ◇ 短 距 離 走 ・リ レー

冨'

実 証 授 業 ・分 析 と考 察

鎮
'謬 癒
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3.研 究 の 内 容
(■)よ さ

本研 究では,よ さを 『自己肯定感の もとになるもの』 ととらえた。

lv一 自 己 肯 定 感 の も と に な る も の
※ 自己肯定感 とは,自 分 自身の考 えや行動 に自信や確信 が もて ること

体育学習では,運 動ができ るよ うになる 「技能」,安 全 に配慮 し,協 力 し励ま し合いなが ら

く り返 し練習す る 「態度」,め あてを考 え練習方法 を工夫 した りす る 「学び方」の中で,児 童

一人一人の よさが現れ ると考 えた
。

陸上運動での よさは,め あて をもって記録 に挑戦 し,自 己の記録が伸 び,自 信 をもつ こ とに

よ り自らの存在 を確かめ,喜 び,意 欲 をもって運動 に取 り組む活動 を通 して育まれ る。さらに,

互いのよ さを発表 した り,認 め合った りす ることで,友 達 との豊 かなかかわ り合 いも生 まれ る

中で,よ り一層 の 自己肯定感 を高めることができる。

教師が,こ れ らのよ さを一人一人の児童 か ら引 き出す ことが,生 きる力 を培 い,「 生涯 にわ

たる豊 かなスポー ツライフ」 の礎 となる と考える。

陸上運動 にお けるよさの例 匹

國 國 学び方の よさ

・よ り速 く走 って い る

・より遠くに跳んでいる

・より高く跳んでいる

・自分の記録向上のためにくり返し練習

している
・記録向上や競争 といった運動の楽 しさ

を知り,そ れを味わおうとしている
・自分や友だちの記録を大切に している

・計測や記録など役割を分担 し活動 して

いる
・ルールを守 り安全に気を付けて活動 し

ている

・自分の力に合っためあてをもっ

ている
・めあてに合った練習の方法を選

んでいる

・見通 しをもって,学 習計画をた

てている

・自己を振り返り,学 習計画を確
かめ修正 している

(2)よ さ を 引 き 出 す 学 習 環 境
一人一人のよさを引き出すためには,学 習環境を整えることが指導と評価の一体化の基盤 と

なる。本研究では,学 習過程 と学習資料を学習環境ととらえ,陸 上運動における一人一人のよ

さが引き出せるように,達 成型重視の学習過程や計画的な学習を進めるため学習資料を次のよ

うに工夫 した。

〈記 録 達 成 の 喜 び を 味 わ え る 学 習 過 程 〉

陸上翻 の特性欄 査研究における瞳 の実態から,記 録 達 成 型 を重視 した学習

過程を工夫することで,一 人一人のよさを引き出すことができると考えた。 さらに,5・6年

の時期に,計 画的に自分の目標やめあてを達成する楽 しみや喜びを十分に味わ うことは,生 涯

にわたって運動やスポーツを豊かに実践していく基礎を培 うことができると考えた。
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学 習 計 画 を た て る 計 画 を 実 行 す る

学習指導要領では,5・6年 の 目標 に計画 記録 を伸 ばす ための活動 時間を十分 に設 けるた

的 に行 うが新た に示 された。 めに,ゆ とりある1単 位 時間の学習の流れ にな

習では,児 童が 自らの めあてに応 じた学習 る よ うな展 開で構成 す る。(教 師 が一人一人 の

計画 を立てることがで きる。)よ さを引き出す ことができる。)

自分の力をつかみ,技 能のポイン トや 指導 と評価 によ り,

目標 記録 をもつ 。 練習 の方法 を知 る。 計画を修正す る。

目標 記録 を達成 し,満

足感 や 充実感 を得 る。

(取 り組む段階での展開)

エ ン ジ ョ イ タ イ ム:や さしくうま くなれ る翻 で楽 しむ。

パ ワ フ ル ー チ ャ レ ン ジ タ イ ム

パ ワ フ ル:記 録達成 に向けて,必 要な技能の向上 を 目指す。

チャレンジ:目 標記録や 自己新記録に挑戦する。

[一年間 を通 しての陸上運動の学習 の順序]

①短距離走 ・リレー ② 走 り幅跳 びまたは走 り高跳 び ③ハー ドル走

記録 の活用,技 能獲得の順序性 等によ り効果的であ る。

の1頂序で学習す る と

〈計 画 的 に 学 習 を 進 め る 学 習 資 料 〉

計画的に学習を進めることのできる資料を準備することが,児 童の 「技能 ・態度 ・学び方」
のよさを引き出す要因になると考え,学 習ノー トや一人一人の力に合った 目標記録を設定でき

るめやす表(段 階表)を 作成 した。

1学 習 ノー ト1

児童が計画的に学習 を進めるた めには,次 の4っ の観 点で学習資料 を提供す ることが大切 で

ある。 このことに よって,児 童 は自らめあて を見っ け,自 ら考 え,工 夫 し,よ りよくめあてを

達成 していく力 を発揮す ることが できる。

具体的な観点 として,学 習 ノー トを以下のよ うに工夫 した。

① 「単元の見通 しをもち,学 習計画 を立て られるよ うにす る」

② 「技能のポイ ン トや練習の方法 を把握 できるよ うにする」

③ 「記録の伸びや学習の経過 が分か るよ うにする」

④ 「毎時間,自 己評価 をす ることによ り,次 時の学習 に生 かせ るよ うにす る」

また,こ の学習 ノー トを効率的 に用い ることにより,教 師は児童の学習 の様子 をよ り深 く見

取 る ことができ,め あてを達成す るためのポイ ン トを,適 切 に指導 ・助言す ることがで きる。

1め やす表(段 階表)1
児童 が計画をもって意欲的 に学習 を進 めるためには,自 分のカ を知 り,自 分のカ に合った 目

標記録 を設定す るこ とが大切 にな る。その記録 の達成 に取 り組 んでいける ように,統 計的手法

(回帰分析)に よりめやす表(段 階表)を 作成 し活用 した。
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(めやす表 の使 い方～走 り幅跳びの場合～)

児童 の使い方

①50m走 の記録 で,自 分が使 うライ ンを知 る。

② は じめの記録を計測 し,自 分の力を知 る。

③ 自分の 目標記録 を設定す る。

④ 自分の伸び を知 る。

教師の使 い方

A一 人一人の伸びの状況 を把握す る。

B特 に,自 分の力 を十分発揮 してない

児童 を把握す る。

(指導 と評価の一体化)

[ めやす表(段 階表)の 例 走り幅跳びめやす表の一部分 u
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(3)よ さ を 引 き 出 す 指 導 と 評 価

児童一人一人のよさを引き出すためには,児 童の学習状況を的確に把握 し,個 に応 じた指導

をすることが必要である。そのためには,評 価規準をもとにした評価を指導に生かすことが大

切であり,指 導と評価の一体化について次のように工夫 した。

匪3一 人一人の児童に基礎的 ・基本的な内容を確実に身に付けさせ るために,「技能の

ポイン トの精選」を行った。 これに より,め あてに向か って意欲的 に運動す る,教 え合いが活

発になるな ど様々なよさが現れ ると考 えた。さらに,一 人一人のよさを引き出す指導 として,「言

葉かけの例」を作成 した。作成に当たっては,指 導の内容 を明確 にす るため技能 ・態度 ・学び方

の3つ の観点に分けることや,『 何 がよいのか』『何が課題か』を児童にわか りやす く伝 えるため

に具体的な内容にすることに留意 した。

また,指 導 と評価の一体化 を図るため,教 師の評価記録表 を作成 した。

匪===画 評価 の工夫 と して 「評価活動 の重点化」 を行 った。 これ は,「3観 点(技 能 ・

態度 ・学び方)と 児童のよさが現れ るであろ う時間」を評価計画の中に位置付 け,一 人一人の

よさを引き出す ための評価 をしてい くことである。 この ことに よって,特 に 自分の力 を十分発

揮 していない児童 について,指 導 と評価 が効率的 にできるよ うに工夫 した。

また,学 習全体 を通 して,一 人一人がよさを確認 し,自 己肯定感 がもてるよ うに学習での進

歩の状況,可 能性な どが総括 的に評価できる 「よさのふ りかえ りカー ド」を 「個人内評価」 と

して位置付 けた。さらに、安全 な学習が展開できるよ うに第1時 に安全への評価 を位 置付 けた。
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(調査結果まとめ)調査研究

 

五

1.調 査 目的

2,調 査方法

「陸上運動」の学習における児童の意識と教師の意識 ・指導の実態を探り,研 究を進めていく指針とす
る。

(1)調 査時期 平成14年6月 下旬から7月 上旬
(2)調 査方法 質問紙法による記述式
(3)調 査対象 児童=研 究員所属の学校及び,無 作為抽出校の6年 正2638人

教師:研 究員所属校の学校及び,無 作為抽出校の現又は前5・6年 担任
226人(注)

アンケー トの結果から研究の視点が導き出されるまでの過程を表している。

口 留 輪 こ,

團 考察

口 研究の視点

11児童の活動を評価するために

必要なもの(教 節)

人

評 評 め 自 相
価 価 や 己 互

羅 書 裏・謙 穰
カ カ

ii

1敵 師が思うよさ(商 い圃

・めあてに向かoて 取 り組ん一cw、る姿

・記録が伸びている姿

・カー杯活動している姿

獅 颯 うよさ(低 い値》
・友達との協力

・声かけ
,準 備,協 力,安 全

→ 11評 価するには

・自己評価カー ド

・評価観準

・目標記録めやす表

▼2児 童が思うよさ
・記録を伸ばす努力をしている姿

・友達と協力している姿

・動きが上手な姿

隔

よさを多面的に児童は捉え,麹 野は見

取ることが大切である。また,見取っ

たよさを指導に生かすことも大切であ
る.T
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記録を伸ばすため,めあ

てが達成できるための学

習資料が必要である。
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10評 価をどう生かしますか

(教師)

iao

160

140

Rio

goo

80

60

40

20

0

計

画

の
修

正

次
時

の
め
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通
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ア
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バ
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9め あてを立 てさせるときの璽点
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8あ なたは陸上運動が好きですか。

(児童)

わ か ら/A

嫌い8%

どちらカ

といえ1

嫌い
14覧

'ちらか

いえば

き3191

9め あてを立てる時の重点
・課題解決の工夫

・技能面

・学び合い/
io評 価を生かす

・ア ドバイス

・次時のめあて

L.
0

/ 、

7.8

誰もが簡単にうまく

なれ る方法 の闇発が

必要である。

課題解決のためと技能面に関しての

資料が必要である、的確なアドバイ
スができる資料も必要である。

掴嚇 馴繭講で嚇 緻㈱ 禰縛灯

- /、
よさを引き出す学習環境

楽しさや遼成感を得られる

ような場や時聞の確保され

た学習過程が必要である。

今もっているカでも十

分に楽しめる活動を工

夫する必要がある。

5生 き生きと活動ザるために
・狙の設定

・十分な活動時澗

6や る気がでる条件

・楽しい9R・ 記録を伸ばす方法

・時間 ・繭争を楽しむ

7ど ういう時やる気がおきますか
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正しいフォームの責料
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目標記録の立て方

勝つ可能性のある競争

競争を楽しむ場面

騰10瓢20覧30噸54qL瓢60覧 π跳

5生 き生きと活動するために大切なもの

180

Aso

140

izo

100人

80

so

40

20

0

自

己
評
価

力

相
互

評
価

力

十
分

な
活
動
時

間

場

の
設
定

技
能

ポ

イ

ン
ト

適
切

な
用
具

つ
ま

く
な

る
方

法

目

標

記
録

め
や
す
表

1800

1800

1400

1200

1000人

800

640

aoo

zoo

O

6ど ういう条件がそろえばやる気がおきますか(児童)

協

力

場

函

が

あ

る

認

め

ら

れ

る

場

十

分

な

時

間

め

あ

て

達

成

へ

の

練

習

記

録

を

伸

ば

す

練

習

簡

単

に

う

ま

く

な

れ

る

楽

し

め

る

活

動

競

争

を

楽

し

む

場

面

勝

つ

可

能

性

の

あ

る

競

争

目

標

記

録

の
立

て

方

め

あ

て

の

立

て

方

ビ

デ

オ

の

活

用

正

し

い

7

オ

ー

ム

の

資

料

伸

び

る

ポ

イ

ン

ト

の

資

料

一7一



皿 第 一 分 科 会 「ハ
■ 単 元 の ね ら い

ドJレ 走 」

肯 ○ ハ ー ドル 間 を3歩 で リズ ミカ ル に走 り,ハ ー ドル 走 の記 録 を高 め る こ とが で き る。

○ ハ ー ドル を素早 く走 り越 す こ とが で き る。

匪i=璽 ○走路や器具な どの安全 を確かめ,運 動す ることができる。

○めあての解決 に向けて,く り返 し練習す ることができる。

○役割 を分担 し,励 ま し合 った り,教 え合 った りして運動するこ とができる。
'Uo自 分

のカに合 った 目標記録やそれ を達成す るための めあてを決め ることがで きる。

O学 習資料 を活用 し練習 の方法 を選 んだ り,工 夫 した りす ることができる。

2.学 習 過 程
っ か む 段 階

1 2

オ リエ ン

T一 ソ ヨン

・学 習の 仕 方

を知 る。

技能のポイ ン ト
を知る

(ポイン ト体験)

・は じめの記 学習計画

録 を計測す を立 てる
る。

取 り 組 む 段 階

3 4 5 6

エ ンジ ョイ タ イム
・輪跳 び ハ ー ドル

・低 いハ ー ドル 等

パ ワ フル ・チ ャ レン ジタ イム
・め あて 学 習

(リ ズ ミカル リー ド足 抜 き足
・ハ ー ドル 走計 測

3.評 価 活 動 の 重 点 化 ◎:顯 点 ○:重点 ●:安全面の指導と評価

段 階 つ か む 取 り 組 む

時 間 1 2 3 415 6

重
点

化

技 能 0 0 0

態 度 ・ 0 0

学び方 0 0 O

評

価

規

準

技 能 ・ハ ー ドル 間 を リズ ミカル に 走 り通す こ とが で き る。
・ハ ー ドル を素 早 く走 り越 す こ とが で き る。

態 度 ・走路や器具の安全 を確 かめ,運 動 している。
・ハー ドル走の楽 しさ喜びを求 めて,め あてをもち意欲 的に取 り組 んでいる。
・計測な どの役割 を分担 し

,励 ま し合った り教 え合った りして運動 している。

学び方 ・自分の力 に合った 目標記録や その記録 を達成す るためのめあてを決めてい る。
・学習資料 を活用 し練習の方法を選んだ り

,工 夫 した りしている。

具

体

的

な

よ

さ

の

現

れ

技 能

◇ 「トン ・1・2・3」 の リ ズ ム で

走 っ て い る 。

◇ハー ドル間を リズ ミカルに走 り通 している。

◇記録 を高 めている。

態 度

◇走路や器具の安全 を確かめてい

る。

◇役割をきちんと果 た している。

◇記録 を向上 させ ようとくり返 し練習 している。

◇友達 とよさを認 め合いなが ら運動 に取 り組ん でい

る。

学び方

◇ 目標記録を設定 してい る。

◇学習の進め方 を理解 し,計 画的

に取 り組 も うとす る。

◇めあてに合 った方法で練習 している。

◇ 自分や友達の よさを見つ けている。
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4,学 習 の 展 開 例(6時 間 扱 いの5時 間 目)

(1)ね らい 技 能 ハー ドル を素早 く走 り越 し,ハ ー ドル間を3歩 で リズ ミカルに走 り、記録を高めることができる。(本 時の重点)
態 度 めあての達成 に向けて,友 遠 と協力 して運動す ることができる。

(2)闘 学び方 めあてに応じた方法で練習することができる・ ☆は教師の評価 ⊂ ⊃ は諌 か け

学 習7舌 動

1.【 集合整列 し,学 習内容を確認す る】 「自分のめあての達成 に向けて,意 欲をもって運動に取 り組 もう」(学 習 ノー トを紹介す る)

2。 【準備 運動 をす る】

3.【 エ ン ジ ョイ タイ ム 】○や さしい場 で3歩 の リズ ム を意識 しなが ら,い ろい ろなハ ー ドル を走 り越す こ とを楽 しむ。

〈場 の例〉 ・輪 とびハ ー ドル ・倒 したハ ー ドル ・パイ プハ ー ドル
☆ 〔技〕 リズ ミカ ル に走 り越 して いる。(観 察)

4.【 パ ワフル ・チ ャ レン ジタイ ム 】○パ ワフル→ め あて に合 った練 習 をす る。 チ ャ レン ジ→ 記録 に挑 戦す る。

練 習 ① 『トン ・1・2・3の リズムで 走 り越 そ う』 練習② 『リー ド足の動 き(か かと ・ひざ)を 身につけよう』

鞭 評笥團 膚畠
レ
る

プ

け
う

を

っ
よ

や

へ

と

る

し

か

に
を

か

ト

習
一
練

練習③ 『ぬ き足は横 に開 こう』 練習④ 『ハー ドルの前でス ピー ドを落 とさないよ うに しよ う』

義為 穫

墓 」

ざ

う
ひ

よ

に
る

う

ト

か

は

一
っ
習

レ
ぶ

練

プ

が

に

と

が

ま

ぶ

ド

し

跳

一
て

く

ピ

ち

よ

高

ス
落

う

ー紫
コ

司
ド

な

走

一
さ

に
う

ピ

と

う

そ

ス
落

よ
越

」

挑戦① 『イ ンターバル走の計測を しよ う』 挑戦② 『40mハ ー ドル走の計測 をしよう』

5.【 整理 運 動 ・学 習 のま とめ】

○ 自分や友達の よさを見つ ける。
O学 習を振 り返 り,学 習 ノー トに記入す る。

☆ 〔技〕ハー ドル間 を3歩 で リズ ミカルに走 り通せている。
記録を高めている。(観 察)

☆ 〔学〕自分や友達のよ さを見っけられ ている。(観 察)
めあてに合 った方法 で練習 している。(学習 ノー ト)

(観察)☆ 〔態〕自分や友達の よさを見つけている。

自 分 や 友 達 の よ い と
こ ろ を見 つ け よ う

役 割 を分 担 して,協 力 し

て 記 録 を と ろ う



5.評 価 記 録 表
ハ ー ドル 走 評 価 記 録 表

ハー ドル走の記録 ・段階表

年 組 番 始記録 終配録 伸び

(個 人 用)

名前 段 び

技能

3

態度

4

学び方

4

組

〔技 能 〕 ⇒ イ ン タ ー バ ル を変 更す る。

②()「 トン ・1・2・3」 の リズ ム で 走 って い る。(観 ・ノ)バ イ スす る。

〔態度〕

①()走 路や器具の安全 を確か めている。

②()く り返 し運 動を している。

〔学び方〕

①()自 分に合った 目標記録 を設 定 してい る。

○(

⇒ オ リエンテー シ ョン ・必要 に応 じて指導す る。

(観)⇒ オ リエンテー シ ョンで指導す るグル ープで責任 を も

(観)た せ る。

⇒ 段階表 の活用方法 を説 明す る。

)学 習の進め方 を理解 し計画的 に取 り組 もうと してい る。 ⇒学習 の流れ ・め あて学 習を説 明す る。

(観 ・ノ)

[技能〕

⑤⑥()ハ ー ドル間 を3歩 で リズ ミカルに走 り通 してい る。

(観 ・ノ)

⑤()記 録を高めてい る。(観 ・ノ)

〔態度〕

③⑥()記 録 を向上 しよ うとくり返 し練習 してい る。(観)

③()友 達 と励ま し合いなが ら運動 している。(観)

〔学び方〕

④()め あてに合 った練習方法 で運 動 してい る。(観 ・ノ)

④⑥()自 分や友達の よさを見つ けている。(観 ・ノ)

⇒ハー ドリングや イ ンターバル走 につ いてア ドバイス

する。

6.実 証 授 業 の 成 果 と 課 題
(1)研 究の成果
○よさを引き出す学習環境
・記録達成の喜びを味わえる学習過程にす ること

によ り,め あてに取 り組んだ り,記 録に挑戦 し

た りす る活動 がゆ とりをもってできた。 また,

ハー ドル走の意欲や技能が高 まった。

・めやす表 を活用することで,児 童 が自分 の力に

合った目標記録 を設定す ることができた。そ し

て,そ れを達成するために意欲的に取 り組めた。
・学習 ノー トを工夫す ることによ り,計 画的に学

習する意識 が高まった。

○ よさを引き出す指導 と評価
・ハー ドル問を3歩 で リズ ミカル に走 り越すには,

が ら運動す ることが効果的であった。

46(繭

「トン ・1・2・3」 の リ ズ ム を 意 識 しな

●

・インターバル の走 り方やハー ドリングの技能を高めるには,ハ ー ドル間(第1ハ ー ドル ～第

2ハ ー ドル ・第1ハ ー ドル～第3ハ ー ドル)の タイムを計測す ることが有効であった。
・評価計画を活用 した ことで、効率的に指導することができ,基 礎的 ・基本的内容を十分身 に

付 けさせ ることができた。 、
・児童のよさを積極的に賞賛 した り紹介 した りす ることにより,自 分や友達の よさを見つけた

り認 めた りする意識 が高まった。 そ して,「 ふ りかえ りカー ド」 を活用することで自己肯定

感 をより確かにもつ ことができた。

(2)今 後の課題
・教 え合いや励ま し合いな ど児童相互のかかわ り合いをより深 める工夫。
・学習が進んでい く中でのエ ンジ ョイ タイムの活動内容の工夫。
・段階の最高段階に到達 して しまった児童への対応。

一 ユO一
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N第 二 分 科 会
■ 単 元 の ね ら い

「走 り 高 跳 び 」

2.学 習 過 程
っ か む 段

12

オ リエ ン
アー ン ヨン

・学 習 の仕 方 を

知 る。

・は じめ の記 録

を計測 す る。

技能のポイン トを知る

(ポイン ト体験)

学習計画を立てる

3
り 組 む 段
45 6

エ ン ジ ョイ タイム
・ア クセ ン ト高跳 び
・ビー チボー ル キ ック
・踏 み切 り板 ジャ ンプ
・世界一 周

パ ワフル ・チャ レンジタイム
・7歩 でのアクセ ン ト高跳び
・アクセ ン ト高跳び と踏み切 り板

ジャンプの組み合わせ

3,評 価 活 動 の 重 点 化 ◎:騒 点0:重 点 ●:安 全面の指靴 評価

段階 つ か む 取 り 組 む

時間 1 2 3 4 5 6

重 技 能 0 0 O

点 態 度 ● 0 0

化 学び方 0 0 0

技 能 ・3歩 の リズ ミカル な助走か ら強 く踏み切 り高 く跳ぶ ことができる。

評 ・足か ら着地する安全な跳び方ができる。

価 態 度 ・助走路やマッ ト等の整備,器 具な どの安全 を確かめ運動 してい る。

規 ・走 り高跳びの楽 しさや喜び を求めて,め あてをもち意欲的に取 り組んでいる。

準 ・計測な どの役割 を分担 した り,励 まし合った り教え合った りして運動 している。

学び方 ・自分の力に合 った 目標記録 を達成するためのめあてを決めている。
・学習資料 を活用 し,練 習の方法 を選んだ り,工 夫 した りしている。

技 能

具 ◇1・2,1・2・3の リ ズ ム で 跳 ◇ リズ ミカル な助走で跳んでい る。

体 んで いる。 ◇記録 を高めている。

的 ◇安全な着地ができてい る。

な 態 度

よ ◇助走路 ・着地地点や器具の安全を ◇記録を向上させ ようとくり返 し練習 している。

さ 確 かめてい る。 ◇友達 とよさを認 め合 いながら運動に取 り組んでい

の ◇役割をきちん と果た している。 る 。

現 学び方

れ ◇ 目標記録を設定 している。 ◇めあてに合 った方法で練習 している。

◇学習 の進 め方 を理解 し,計 画的に ◇ 自分や友達のよさを見つけている。

取 り組んでいる。

一12一



4.学 習 の 展 開 例(6購 いの5晒 目)

(1)ね らい 技 能5～7歩 のリズミカルな助走から強く踏み切 り,記 録を高めることができる。(本時の重点)

態 度 友達と教え合いながら,全 力で運動することができる。

学び方 めあてに合った練習方法や場で逓動することができる。

(2)展 開 ☆は教師の評価 〔===コ は言葉かけ

1

一
ω

1

学 習7舌 動
1.【 集合整列 し,学 習内容を確認する】 「自分のめあて達成に向けて,練 習に取 り組み,記 録を伸ばそう。」

2.【 準備運動をする】

3.【 エンジョイタイム】04っ の場で技能のポイントを意識 して,走 り高跳びを楽しむ。

(学習 ノー トを紹介す る。)

〈場の例〉

1・2,1・2・3の リ

ズ ムで 助 走 を しよ う

蟻 鹸粛謬
・世界一周

職
安全な着地を意

識 して跳ぼう
/--

./

4.【 パ ワフル ・チャレンジタイム】

☆ 〔技〕リズミカルな助走から力強く踏み切って跳んでいる。

○パワフル→めあてに合った練習をする。 チャレンジ→記録に挑戦する。(観 察)

Q友 達のめあてを知 り,よ いところを認め,技 能のポイン トを教え合 う。

練習 ・挑戦① 『7歩でのアクセン ト高跳び』

口%
1.2.3.4,1.2.3

の リズ ム を意 識 しよ う

oO
1'

練習② 『アクセント高跳びと踏み切り板ジャンプの組み合わせ』

董
特に,最 後の踏み切

りを意識しよう

°●

☆ 〔技〕リズミカルな助走から力強く踏み切ってとんでいる。

(観察)

☆ 〔技〕記録を高めることができる。(観 察)

☆ 〔学〕自分のめあてに合った練習方法や場で練習している。
(学習ノー ト・観察)

☆ 〔態〕友達と励まし合い,教 え合いながら学習している。
(観察)

5.【 整理運動 ・学習のまとめ】○学習を振 り返 り,学 習ノー トに記入する。

○友達のよさを中心に発表する。 ☆ 〔学〕学習を振 り返 り,次 時のめあてを立てることができる。

(学習ノー ト)



1

5.よ さ の ふ り か え り カ ー ド

年 組( )

技能

一
態度

勤鹸

()記 録 がのびた。

()リ ズミカルな助 走ができた。

()強 く踏 み切ることができた。

()振 り上 げ足を高く上 げることができた。

()安 全 に着 地することができた。

()全 力を出して運動できた。

()安 全 に気 をつけて運動できた

()友 達 と協力して運動 できた。

()友 達 にアドバイスや励 ましの声をかけた。

()友 達 のよさを見つけることができた。

()正 しく記 録をとることができた。

()計 画 的に学習を進めることができた。

()自 分 のめあてをきめることができた。

()め や す記録 を設定することができた。

()練 習 の場 を選ぶことができた。

()跳 び方 のポイントがわかるようになった。

走り高跳び の学 習を通 して,自 分のこんなよさを発 見 したよ。

6.実 証 授 業 の 成 果 と 課 題

(エ)研 究の成果

○よ さを引き出す学習環境
・達成型を重視 した学習過程 を設定 した こと

によ り,児 童の記録が伸びた。
・技能のポイ ン トを 「リズ ミカルな助 走」に重

点化 したこ とで,教 え合 いが活発になった。
・技能のポイ ン トと,エ ンジ ョイタイムやパ

(。m)平 均 の 記 録

100

95

90

85

二

〇

/

ご

/〆
詠ひ》窩 ρ》ミベ/!ヴ 餓 僻 ψ・継 ごミごr次パン%

■ 幽 ■,

塒 塒3蜘 野5時6時

ワフル ・チャ レンジタイムの場 が直接結びっいていたので,児 童がめあてに合わせ た

場 を選択 しやすかった。
・ア クセ ン ト高跳びを行 うことは,「 リズ ミカルな助 走」(1・2,1・2・3)を 体得

す るためには有効であった。
・ふわっ と跳ぶ感覚を味わ う技能を身 に付 けるためには正面 か らの助走による跳び方が

有効であった。
・段階表は,児 童の意欲 を喚起 し,教 師が記録の伸 びの見 られない児童 を把握 し重点的

に指導 し,記 録 を伸ばす ことに役立った。

○ よさを引き出す指導 ・評価
・評価規準を明 らかにす るこ とで,児 童のよさが現れ る場面が明確 にな り,評 価 の重点

化 を図ることができた。
・適切 な言葉かけや,よ さの掲示板 を活用す ることで,自 分が気が付 かなかったよ さを

実感でき,自 己肯定感 をもっ ことができた。

(2)今 後の課題
・や さしく うま くなれ る運動 で楽 しむエ ンジ ョイ タイムの場 を より一層工夫す るこ とが

必要である。

・評価規準をよ り具体的にす ることにより,児 童の実態 を把握す ることが必要であ る。
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ライン⇒

7.め やす表(段 階表)

①基準値表 ②めやす表
身長と体重から基準値を求める。 ①で求めた基準値と垂直跳びの記録からめやすの記録を求める

体重
身長

35 36 37 38 39 40 41 42 」ゆ 44 451卿

1苗 準値

30 31 32 33 34⑭ 36 37 38 39

140 90 89 89 88 88 87 87 86 86 85 85■ 85 78 79 79 79 80 80 80 81 81 81

141 90 90 89 89 88 88 87 87 136 86
1

851 86 79 80 80 $0 81 81 81 82 82 83

142 91 90 90 90 89 89 88 88 137 87 861 87 80 81 81 81 82 82 83 83 83 84

143 92 91 91 90 90 89 89 88 旨38 87 87塵 88 81 82 82 83 83 83 84 84 84 85

144 92 92 91 91 90 90 89 89
1
38 88 87i _鎚 83 83 83 84 84 14 85 85 85 86

145 93 93 92 92 91 91 90 90 89 89 ss
」 」 」

86 86 86 87⑩ 06膨 06? OY OJ of 85

Q4の
」 」

「

90 89
霊89
且n

一
91 85 85 85 86 86 86 87 87 88 88口帰 口o コo 口乙 ご` σ1 ご1 bりu

}

147 94 94 93 93 92 92 91 91 90 90 8911) 92 86 86 86 87 87 88 88 88 89 89

148 95 95 94 94 93 93 92 92 91 91 go;V 93 87 87 88 88 88 89 89 89 90 90

149 96 95 95 94 94 93 93 92 92 91 911 94 88 88 89 89 89 90 90 90 91 91

150 96 96 95 95 94 94 93 93 92 92 911 95 89 89 90 90 90 91 91 92 92 92

③段階表

相関係数 0.76標 本数144

②で求めためやす記録をもとに、使用するラインを決める。

ψ学宕ξフし会 増」区大会 氣京蹴オ会 ヨ本選手荏 アジフrンし会
ia.

難塗糠 蟻銅懸難蜀騨 轟4懸箋i鍛臓
甲織 癬

期薩 獄5饗構 鰻 穣銅嚇・:三'・銀 憲
'「i一金'

・1,、三藩 鑑 i叢繕 奮銅鷺羅銀運;
w
1!

'

:1、・5戯
;蔓繕;

灘鐸 ・

80 50 52 54 56 58 60 62 64 66 68 70 72 74 76 78 80 82 84 86 88 90 92 94

81 51 53 55 57 59 61 63 65 67 69 71 73 75 77 79 81 83 85 87 89 91 93 95

82 52 54 56 58 60 62 64 66 68 70 72 74 76 78 ao 82 84 86 88 90 92 94 96

83 53 55 57 59 61 63 65 67 69 71 73 75 77 79 81 83 85 87 89 91 93 95 97

84 54 56 58 60 62 64 66 68 70 72 74 76 78 80 82 84 86 88 90 92 94 96 98

駅3ξ際
・戯編ρ{

藤露5甲u

一 「憤唱.1由

燃=69 灘 灘: 熱二・・.Sl;

,..'.麟;

卜ll,～.183
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『醗鱗
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86 56 58 60 62 64 66 68 70 72 74 76 78 80 82 84 86 88 90 92 94 96 98 100

87 57 59 61 63 65 67 69 71 73 75 77 79 81 83 85 87 89 91 93 95 97 99 101

88 58 60 62 64 66 68 70 72 74 76 78 80 82 84 86 88 90 92 94 96 98 100 102

89 59 61 63 65 67 69 71 73 75 77 79 81 83 85 87 89 91 93 95 97 99 101 103

90 60 62 64 66 68 70 72 74 76 78 80 82 84 86 88 90 92 94 96 98 100 102 104

91 61 63 65 67 69 71 73 75 77 79 81 83 85 87 89 91 93 95 97 99 101 103 105

92 62 64 66 ss 70 72 74 76 78 80 82 84 86 88 90 92 94 96 98 100 102 104 106

93 63 65 67 69 71 73 75 77 79 81 83 85 87 89 91 93 95 97 99 101 103 105 107



V.第 三 分 科 会 「走 り 幅 跳 び 」

■ 単 元 の ね ら い

2.学 習 過 程
つ 、

12

オ リエ ン

7一 ン ヨン

・学 習 の 仕 方 を

知 る。

技能のポイン
トを知る

(ポ イ ン ト体

験)

・は じめの記録

学習計画 をを測定す る
。 立

てる

且
3 4 5 6

3.評 価 活 動 の 重 点 化 ◎:騒 点O:重 点 ●:安全面の鱒 と言平価

段階 つ か む 取 り 組 む
時間 1 2 3 4 5 6

重 技 能 0 0 0

点 態 度 ● 0 0
化 学び方

・

O 0 0

技 能 ・自分に合 った助走距離 を見つけ,助 走のスピー ドを生か して跳ぶ ことができる。
・足の裏全体で力強 く踏み切 ることができる

。

評 態 度 ・走路や器具の安全を確 かめ,運 動 している。

価 ・自分の力に合 っためあて をもって進んで取 り組 み,目 標記録 に挑戦する楽 しさや

規 喜び を味わお うとしてい る。

準 ・記録 な ど役割 を分担 し,互 いに協力 して運動 してい る。

学び方 ・自分の力に合 った 目標記録やそれ を達成す るためのめあてを決めてい る。
・学習資料 を活用 し

,練 習方法 を選 んだ り考 えた りしてい る。
・友達に助言 した り,教 師や友達の助言を参考 に した りしてい る。

技 能

◇自分に合った助走距離を見つ ◇踏み切 りゾー ンに きき足 を合わせ て踏み切 っている。

具 けてい る。 ◇記録 を高めている。

体 態 度

的 ◇走路や器具などの安全を確か ◇記録を向上 させ よ うと,く り返 し練習 している。

な めて い る。 ◇友達 とよさを認 め合いなが ら運動に取 り組んでいる。

よ ◇安全に素早 く用具や場の準備
さ を行 って い る。

の 学び方
現 ◇自分に合った目標記録を設定 ◇ めあてに合 った方法で練習 している。
れ して い る。 ◇ 自分や 友達の よさを見つけている。

◇学習のおおよその見通 しをも

っ て い る 。
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嵩

i

4.学 習 の 展 開 例(6時 間扱いの5時 間目)
(1)ね らい 技 能

態 度
学び方(

2)展 開

助走のス ピー ドを生か して力強 く踏み切 り,記 録 を高めることができる。(本 時の重点)
安全に配慮 しなが ら,友 達 と協力 して運動に取 り組むができる。
めあてに合 った練習や場を工夫 して,運 動す ることができる。

☆は教師の評価 (=⊃ は言葉かけ

学 習7舌 動

1.【 集合壁列 し,学 習内容やめあて を確認する】 「自分のめあて達成 に向 けて,練 習に取 り組 も う。」(学 習 ノー トを紹介する。)

☆ 〔技〕助 走 の ス ピー ドを生 か して遠 くに跳2
.【 準備運動をす る】(20mダ ッシュ,試 し跳び) ぶ こ とがで き る

。
3.【 エンジ ョイ タイム】 ○や さしい場で走 り幅跳びの特性 を楽 しむ

・跳び箱ジャンプ 「足か らやわ らか く着地 しよ う」 ・ふわっ とジャンプ 「ふわっ とういた感 じを味わってみ よ う」

〔ぞ号遵欝矧

4.【 パ ワフル ・チャ レンジタイム】

練習① 『助走距離 を見つけよう』

ジ
コ態〔☆つげ上りふを

う
で
ぼ

う
跳

〔

○パ ワフル→めあてに合った練習 をする ○チ ャ レンジ→記録に挑戦する

剣 釜1
練習② 『力強 く踏み切 ろ う』

踏 み切 り足 を
かか とから
つ くと強 く

踏 み切 れ る よ

挑戦① 『自己最高記録 計測』 挑戦② 『全記録計測』

※練習,挑 戦,計 測 ・審判 をグループで交代 しなが ら行 う。

5.【 整理運動 ・本時のま とめをする】
○ 自分や友達 のよさを発表 し,次 時のめあてをもつ。

蝿n"s-

/号'鵬

何度 もく り返 し練 習

して いる。(観 察)

練習③ 『高 く跳び出 して着地 しよ う

幽 ・

ななめ上を見
るよ うに して
跳ぼ う

.砺1伽

両 うで を強 く
うしろにふ っ
てみ よう

☆ 〔技 〕 走 り幅 跳 び の 記 録 を 高 め て い る。(観 察 ・学 習 ノ ー ト)

☆ 〔態 〕 く り返 し練 習 して い る。(観 察)

☆ 〔態 〕 友 達 と よ さ を認 め合 っ て い る 。(観 察 ・発 表 ・学 習 ノー ト)

☆ 〔学 〕 め あ て に 合 っ た 方 法 で 練 習 して い る。(観 察 ・学 習 ノー ト)



5.学 習 ノ ー ト

今日の学習を振り返ろう
◎よくできたOで きた △もうひといき

振り返るポイント
第1
時

第2
時

第3
時

第4
時

第5
時

第6
時

技
能

(助走)

(踏み切 り)

(空中姿勢)

(着地)

態
度

力いっぱい運動に取り組む

友達と協力して運動する

安全に気をつけて運動する

学
び
方

自分のめあてを決めることができる

練習の場を選ぶことができる /
自分のめあてが達成できる /

6一 実 証 授 業 の 成 果 と 課 題

(1)研 究の成果

○つかむ段階 で,児 童が走 り幅跳びの技能の ポイ ン トを

かむ ことがで きたため,「 教 え合 い」が活発 にな り,「 自

分に合 っためあて をもって,計 画的 に学習 を進 め る」 こ

とができた。 また,こ の ことが 「学習 を進 めてい く中で

の計画 の修 正 を,自 分 の達成 状況 に応 じて的確 に行 う」

こ とに もつ なが った。

○児童 の記録 は,最 も顕著 な例 で76cm,平 均で も30cm

以上 と,す べての児童が記 録 を大き く向上 させ るこ とが

できた。(グ ラフ①)

○達成型の学習過程 を組んだ場 合,「 技能の伸 びは,記 録 の

高 ま りにつなが り,5・6時 間 目に現れ るで あろ う」 と

い う本分科会 の仮説 を検証す るこ とがで きた。

(グ ラフ②)

○学習後の振 り返 りで は,90%以 上の児童 が記録 を向上

できた喜び,め あて を達 成で きた喜び を味わい,そ れ を

「自分のよさ」 として受 け止 め,自 己肯定感 を高 め るこ

とができた。

○達成型重視の学習過程 は,記 録 達成 を 目標 に して取 り組

む ことを通 して,一 人一人 のよ さを引き出 してい くのに,

有効であることが実証 できた。

(2)今 後の課題

グラフ①
記 録 の 伸 び

記 録 の伸 び ごとの 人 数

14

12

10

人8
数6

4

2

0

020406080100

cm

一

ii…
噂

齢,・ ■匿冒難 …
:

`曹,9,

馨

篠

.:::::::

継

雛
= :::::二

匝1

グラフ② 記録の伸び

伸びの平均の変容cm
全員の記録の伸びの合計+児童数

4

2

0

旭

41

4巳

4

23456

時 間

パ ワフル タイ ム と,チ ャ レンジタイムの構成 の仕方 につ いて,考 えてい く必要がある。
・ 児童が より技能 を向上 させ ていける よ う,技 能 ポイ ン トの 中においても,評 価規準 を

明確 に し,さ らに重点化 を図 ってい く必要が ある。
・ 児童 の実態に合わせ たエ ンジ ョイタイムでの運動 内容 の取 り上げ方や場 の設定 の仕方

について,さ らに工夫 してい く必要が ある。
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7.め やす表(段 階表)
走り幅跳び段階表

地区大会 東京都大会 日本選手権 アジア大会
　

オリンピック
SOm走
の記録 藪轍 顯 難勲鑛1'.灘 難 雑織講縢 罫:':'Nry"iuot'a懸簾 述…灘銀・繋繊趨灘繍灘

「F噛 【

慧撚 驚,灘簾ili禦銀戴蕪1釜醗 L酬 、'、尼_、公・鳴 灘i総警饗編鑛纒銀鎌
`tit:'"ro;,' ..∫「

='ヱ幅1、

,:1},:懸議醗;瞭銀欝難i鐘;
B.4 269 289 306 321 334 346 357 367 377 366 395 404 412 420 428 435 442 449 456 462 469 475 481 487 493

6.5 265 285 302 317 330 342 353 383 373 382 391 400 408 416 423 431 438 445 452

国

458

.r

465 471 477 483 489

6.6 261 281 298 312 326 337 349 359 369 378 387 396 404 412 419 427 434 441 448 454 461 467 473 479 485

6.7 257 277 294 308 321 333 345 355

,

365 374 383 391 400 448 415 423 430

F

436 443 450 asp 463 469 475 481

6.8 253 273 290 304 317 329 340 351 361 370 379 387 395 404 411 419 425 432 439 446 452 459 465 471 477

6.9 249 269 286 300 313 325 336 347 357 366 375

▼

383 391 399 407 414 421 428 435 442 448 454 461 467 473

7.0 245 265 zaz 296 309 321 332 343 353 362 371 379 387 395 403 410 417 424 431 438 444 450 457 463 468

7.1 241 261 278 292 305 317 328 339 349 358 3B7 375 383 391 399 4Q6 413 420 427 434 440 446 452

π噂

459

一

464
一

7.2 237 257 274 288 301 313 324 334 344 354 363 371 379

}

387

一

395 402 409 416 423 430 436 442 448 455 460

7.3 233 253 zoo zaa 297 308 320 330 340 350 358 367 375 383 391 398 405 412 419 425 432 438 444 45d 456

7.4 229 249 266 zao 293 305 316 326 336 346 354 363 371 379 387 394 401 408 415 421 428 434 440 446 452

7.5 224 245 261 276 289 301 312 322 332 341 350 359 367 375 383 390 397 404 411 417 424 430 436 442 448

7.6 220 240 257 272 285 297 308 318 328 337 346 355 363 371 379 386 393 400 407

,

413 420 426 432 438 444

7.7

一

216 236 253 268 281

,

293 304 314 324 333 342 351 359 367 374 382 389 396 403 409 416 422 428 434 440

7.8 212 232 24912631277 zsa 300 310 320 329 338 347 355 363 370 378 385 392 399 405 412 418 424 430 436

7.9 208 zza 245 259 272 284 296 306 316 325 334 342 351 359 366 374 381 387 394 401 408 ala 420 426 432

s.o 204 224 241 255 268 280 291 302 312 321 330 338 346 355 362 370 376 383 390 397 403 410 416 422 428

8.1 zoo 220 237 251 264 276 zap 298 308 317 326 334 342 350 358 365 372 379 386 393 399 405 412 418 424

8.2 196 216 233 247 260 272 283 294 304 313 322 330 338 346 354 361

一

368 375 382 389 395 401 408 414 420
-■
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.

410 415
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一

411
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一-

375 381 387 393 399
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VI第 四 分 科 会 「短 距 離 走 ・ リ
■ 単 元 の ね ら い

レ ー 」

能Oス ター トや ピッチ ・ス トライ ドを工 能○ ス ピー ドを落 とさないでバ トンパ ス

夫 して,短 距離走の記録 を高める こ が でき,リ レーの記録 を高め ること

とができる。 がで きる。

度○めあての解決のために くり返 し練習することができる。

○役割 を分担 し,励 ま し合 った り,教 え合った りして運動することができる。

○ルール を守 り,チ ームで協力 しなが らリレーを楽 しむ ことがで きる。

○走路や用具な どの安 全を確か め,運 動することがで きる。

○ 自分(た ち)の 力に合った 目標 記録や,そ れ を達成す るためのめあてを決めること

がで きる。

0学 習資料 を活用 して練習 の方法を選んだ り,工 夫 した りする ことができる。

2.学 習 過 程
つ か む 段 階 取 り 組 む 段 階
12 3456

オ リエ ン

テー シ ョン
・学 習 の 仕 方 を

知 る。
・は じめ の 記 録

を計 測 す る。

技能のポ イン
トを知 る

(ポイント体験)

エ ン ジ ョイ タ イム
・ドンス ター ト走 ・腕 振 りな ど

ランラン
記録会

・50m競 走

・リレー大会

など

学級で工夫

パ ワ フル ・チ ャ レン ジタ イ ム
・50m走 計測 ・10m走 計測

・10-30m走 計測 ・1歩 へ ら走

・ビー チ フ ラ ッグ ス ・ラダー 走

・こま か 走 ・リレー
学習計画を
立てる

3.評 価 活 動 の 重 点 化 ◎=腫 点 ○:重点 ●:安全面の指導と言平価

段 階 つ か む 取 り 組 む

時 間 1 2 3 4 5 6

重 技 能 O 0 0

点 態 度 ● 0 0

化 学び方 0 0 0

技 能 ・ス ター トか らス ピー ドに乗 り,最 後 まで全 力 で走 る こ とが で きる。
・ス ピー ドを落 と さない よ うに

,バ トンパ ス を して リ レーが で きる。

評 態 度 ・走路や用具な どの安全 を確 かめ,運 動 している。

価 ・短距離走 ・リレーの楽 しさや喜びを求 めて,め あてを もち意欲的に取 り組ん

規 で い る 。

準 ・計測 な どの役割 を分 担 し,励 ま し合 った り,教 え合 った りして運 動 してい る。
・ル ー ル を守 り,チ ー ム で協 力 しなが ら リ レー を楽 しん で い る。

学び方 ・自分の力に合った 目標記録やその記録を達成す るためのめあてを決めている。
・学習資料を活用 し練習 の方法を選んだ り

,工 夫 した りしてい る。
技 能 ◇ ス トライ ドや ピ ッチ を工 夫 して,50m走 ・10m

◇ ス ター トで静 止 してい る。 走 ・10-30m走 の記 録 を 高 めて い る。

具 ◇ ゴール まで全力疾 走の ま ◇ 低 い姿 勢 か らス ター トして い る。

体 ま走 り抜 け てい る。 ◇ バ トンパ ス でス ピー ドを落 と さず リ レー を してい る。

的 態 度 ◇記録 を向上 させ よ うとく り返 し練習 した り,挑 戦 し

な ◇走路や用具の安全を確か た りして い る。

よ めて い る。 ◇友達 と励ま し合いなが ら運動 してい る。
さ ◇役割 をきちん と果た して ◇ テ ー クオ ー バ ー ゾ ー ンや 走 路 な どのル ー ル を守 って

の い る 。 い る 。

現 学び方
れ ◇ 目標記録を設定 している。 ◇めあてに合った方法 で練習 している。

◇学習の進 め方 を理解 し, ◇ 自分や友達のよさを見つ けている。

計画を立てている。
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4.学 習 の 展 開 例(6時 間扱 いの5時 陥)

(1)ね らい 技 能 スター ト時や ス トライ ドのポイン トを意識 しなが ら走 り抜 くことができる。(本 時の重点)

態 度 互いに協力 して役割 を分担 し,安 全に配慮 して練uし た り,記 録を とった りすることができる。

学び方 記録の向上をめざし,技 能のポイン トを意識 しなが ら学習することができる。

(2)展 開

☆は教師の評価(====)は 言葉かけ

じ。
一

学 習 活
1.【 集合整列 し,学 習内容を確認する】

2.【 準備 運動 をす る】

「パ ワフルチャ レンジタイムは今 日で最後だか ら,友 達 と協力 しなが ら練習 し,記 録を伸ばそ う。」
動

(学習 ノー トを紹介する)

3.【 エ ン ジ ョイ タイム 】 ○や さ しい場 で走運動 の基礎感 覚 を身 に付 ける運動 をす る。

〈場 の 例 〉 ・ネ コ とネ ズ ミ ・シグナル 走 ・ドンス ター ト走 ・ラダー 走 な ど

4.【 パ ワフル ・チ ャ レンジ タイ ム】 ○ パ ワフル → め あて に合 った練 習 をす る。 チ ャ レンジ→ 記録 に挑 戦 す る。

050m走 の記 録測 定 ☆[技]ス トライ ドを伸 ば し,

0め あて に合 った活 動 をす る。 走 っ てい る。

ゴールまで全力で

(観察)

挑 戦① 『ロケ ッ トス ター ト10m走 の タイ ム測 定』

…≠/一 低い前傾姿勢や一歩 目

の歩幅,地 面をける

挑 戦 ② 『トップ ス ピー ド(10～30m)の タイ ム測 定』

この間 の タイム測 定約
OmIOm30m

○ リレーのタイム計測 をす る。

足 を前に振 り出す こと

腕 を大きく振ること
な

5.【 整 理運 動 ・学習 の ま とめ】

○学習 を振 り返 り,学 習 ノー トに記入 す る。

○気持 ちよ く走れ た か,自 分 の心 を振 り返 る。

練習① 『ビーチフラッグス』

ノ
練習② 『ラダー走 ・こまか走』

ノ////7群
練習③ 『一歩へ ら走』碧

OmIOm30m

ひざを上げ,

素早 く走 り抜

☆[態]役 割分担 し,協 力 して練習できている。

(観察)

☆[技]合 図に素早 く反応 し,低 い姿勢でスター ト

(観察)している。

☆[技]ス ピー ドを落 とさず にバ トンを もらって い

(観察)る。

☆[学]自 分 の よ さを振 り返 ってい る。

(学習 ノー ト)



5.言 葉 か け の 例

賞 賛 》

・低い姿勢でのスター トがす ば らしいね。

・ス トライ ドが伸びてス ピー ドにのって

きたね。

・むだな力が抜けて リラックス して走れて

いたね。

・友達のよさを見つけられてすばらしいね。

・リレーで勝ったチームに拍手ができるの

は気持ちがいいね。

・学習 ノー トを上手 に使 ってい るね
。

・めあてにあった練習の場 を選んでるね。

《ア ドバ イ ス》

・ス ター トの 姿勢 は ,上 体 を前 にな げ だす よ

うに して ご らん 。

・肘 を後 ろ に 引 く とス トライ ドが伸 び る よ。

・ゴー ル の 先 まで 走 りぬ け よ う。

・バ トン を渡す とき は大 き な声 で 「は い」 と

合 図 をす る と確 実 にで き る よ。

・安全 を確 か め て ,協 力 して分 担 しよ う。

・学 習 ノー トの 中 に あ る技 能 の ポイ ン トや め

やす表 を参考 にめ あてをは っき りさせ よ う。

・学 習 ノー トの計 画 を見 直 してみ よ う。

6.実 証 授 業 の 成 果 と 課 題

(1)研 究の成果 よさのふ りかえ りカー ドか ら

ス ター トして す ぐ に ス ピ ー ドを 出 せ る よ うに な っ た

リラ ッ ケ ス して 、気 持 ち よ く走 れ る よ う に な っ た

ス トラ イ ドを 伸 ば し て 走 れ る よ う に な っ た

ゴ ー ル ま で 全 力 で 走 れ る よ うに な っ た

記 録 の 向 上 を め ざ す こ と が 楽 しくな っ た

友 違 と協 力 して 掌 習 で き る よ うに な っ た

垣 き ょ り走 ・リレ ー の 掌 習 が 前 よ り榮 しくな っ た

自 分 に あ っ た 、目 綴 記 録 を 見 つ け ら れ る よ う に な っ た

自 分 に あ っ た 、め あ て を た て ら れ る よ う に な っ た

学 習 カ ー ドや 学 習 資 料 の 使 い 方 が 分 か る よ う に な っ た

○ス ター ト時(ピ ッチ)や ス トライ ドの大切な技能のポイ ン トを提示 し,場 を工夫 した こと

で,自 分に合 っためあてをもっ ことができ,技 能が向上 した。

○評価記録表や学習資料 を工夫 ・活用する ことで,教 師も児童 も個人内評価が可能 とな り,

一人一人のよ さや伸 びを実感す ることができた
。

○単元を通 して評価 の重点を決 め,評 価規準 に基づいた指導 と評価 の一体化を図った ことで,

児童は基礎的 ・基本的な内容 を習得す ることがで きた。

010m,10～30m,50mの 記録 に挑戦できる達成型重視 の学習過程 を工夫 した ことで,一 人

一人 の記録が向上 し
,児 童は短距離走が好きになった。

010m,10～30m,50m用 の段階表 を作成 したことで,記 録 に挑戦す る楽 しみが広が り,児

童 は,1/100秒 でも短縮 しよ うと意欲的 に学習に取 り組む ことができた。

○学習 ノー トを工夫 したことで,計 画的 に進んで学習 に取 り組 めるよ うにな り,め あて学習

が充実 した。

○め あてごとの グループ学習に した ことで,か かわ り合い豊かにな り、互いのよさをよ り実

感で きるようになった。

(2)今 後の課題

・練習の場(特 にス トライ ド)や エ ンジ ョイ タイムをさ らに工夫 していく必要がある。

・めやす表(段 階表)を 学級の実態に応 じて設定する必要があ る。
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7め やす表(段 階表)

め や す 表10m走 と10～30m走 の記録か らめやす記録 を求めます。
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段 階 表A(10m走)

めやす

記録

地区大会
C

東京都大会 ζ
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段 階表B(10～30m走)

めやす
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小学校大会 東京都大会 〉
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小学校大会 東京都大会
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相 関係 数 め やす 表(0,95)標 本数431

段 階表A(10m走 と50m走 の相 関係 数:0.72)
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段 階 表Cは 、め やす 記録 への 区分(等 間隔)で 相関 係数 はな い。



粗 研 究 の 成 果 と 課 題
く 成 果 〉

よ さ を 引 き 出 す 学 習 環 境

O学 習 過 程 の工 夫

達 成 型 を 重 視 した 学 習 過 程 に した こ とで,児 童 は め あ て を 明確 に し,く り返 し練

習 しな が ら 自 己 の記 録 を 高 め る とい うよ さ を発 揮 す る こ とが で き た 。 また,1単 位

時 間 を ゆ と りあ る学 習 の 流れ(2展 開)に した こ とで,互 い に 協 力 し,教 え合 うな

どの児 童 の よ さ も十 分 引 き 出 す こ とが で き た。

Oめ や す 表(段 階 衷)の 作 成

一 人 一 人 の 児 童 の 力 に合 わ せ た 目標 記録 を設 定 す る た め に め や す 表 を作 成 した こ

とに よ り,児 童 は1/100秒,1cmの 記 録 向 上 に喜 び を 見 せ,互 い の よ さ を確認 し合

うこ とが で きた 。 また,拡 大 掲 示 して 使 用 す る こ とに よ り,教 師 は 一 人 一 人 の 記 録

の 伸 び を確 認 で き,指 導 と評 価 の 一 体 化 のた めの 手 段 と して 活 用 す る こ とが で きた 。

O学 習 ノ ー トの 工 夫

児 童 が 計 画 的 に学 習 を進 め る こ とが で き る学 習 ノー トを 作 成 した こ とで,自 己評

価 能 力 が 高 ま り,自 分 の よ さ を 見 つ け出 す こ とが で きた 。 ま た,教 師 の 賞 賛 や 助 言

を ノー トに 書 き入 れ る な ど して,児 童 の よ さ を引 き出 し,認 め る こ とが で きた。

よ さ を 引 き 出 す 指 導 と 評 価

○ 技 能 の ポ イ ン トの 精 選

つ か む段 階 で は,精 選 した 技 能 の ポ イ ン トを指 導 した こ とに よ り,児 童 は 毎 時 間

適 切 な め あ て を も ち効 果 的 な 学 習 をす る こ とが で き た 。 ま た,エ ン ジ ョイ タイ ム で

は 、 基 礎 的 ・基 本 的 な運 動 を継 続 的 に行 うこ とに よ っ て,児 童 は 楽 しみ な が ら記 録

を 高 め る こ とが で き た。

○ 評 価 活 動 の 重 点 化

学 習 成 果 と して よ さ が現 れ る 時 間 に評価 活 動 を重 点 化 す る こ とに よ り,教 師 は 効

率 的 に指 導 と評 価 を 一 体化 させ る こ とが で き,児 童 の よ さ を 引 き 出す こ とが で き た。

○ 個 人 内 評 価 の 工 夫

児 童 に学習 を 通 して,自 らの 伸 び や 進 歩 の状 況 を 総 括 的 にふ りか え させ る こ とで,

教 師 は児 童 の よ さを よ り一 層 引 き 出 す こ とが で きた 。

〈 言果 題 〉

◇ め や す 表(段 階 衷)の 調 整

めや す 表(段 階 表)は,統 計 的 手 法(回 帰 分 析)で,ほ とん どの児 童(96%程 度)

に 活 用 す る こ とが で き た が,学 級 の実 態等 に よ り設 定 した 範 囲 にす べ て の児 童 に活

用 で き ない 場 合,め や す 表(段 階 表)を 調 整 す る必 要 が あ る。

◇ 評 価 規 準 の具 体 化

評 価 規 準 を児 童 の変 容 に 応 じて さ らに具 体 的 な 内 容 に して,指 導 と評 価 の 一 体 化

を よ り効 率 的 に行 うこ とが で き る よ うに して い く必 要 が あ る。
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